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令和５年度 

第１回安全就業委員会開催 
 
去る８月22日㈫に令和５年度第１回安全就

業委員会が開催され、稲盛委員長を議長とし

て次の議題について議論されました。 

議題 

① 委員長及び副委員長の選任について 

② 令和４年度安全就業事業報告について 

③ 令和４年度会員事故状況について 

④ 令和５年度安全就業事業計画について 

⑤ 令和５年度安全目標及び管理目標につ

いて 

⑥ 令和５年度安全就業事業報告について 

⑦ 令和５年度会員事故状況について 

⑧ 令和５年度安全就業強化月間について 

⑨ 令和５年度安全就業推進キャンペー

ンについて 

⑩ 安全標語優秀作品選考について 
 
令和４年度の会員事故状況は傷害事14件・

賠償責任事故７件の合計 21件で、令和３年度

と比較すると５件の増加となっています。 

事故の内訳は、剪定・清掃での傷害事故７

件、就業途上の傷害事故５件、剪定での落下

傷害事故２件、剪定・草刈・清掃での破損事

故４件、草刈り作業中の飛び石事故３件でし

た。 

剪定・清掃作業での傷害事故７件の内５件

は不注意による転倒や扉で指を挟む事故、就

業途上の傷害事故５件の内３件は、雪道での 

 

転倒でした。 

剪定での落下事故は、重篤事故につながる

恐れがあり、ヘルメット着用、安全帯の使用

及び作業前に脚立の状況を確認するなど安全

を確保してから作業しましょう。 

草刈り作業中の飛び石事故については、令

和５年度の７月末時点で既に３件発生してい

ます。飛び石事故を防ぐためには、防護ネッ

トの使用が不可欠ですが、適切にネットを使

用しても、作業場所によっては事故を防ぎき

れないことがあります。作業前に現場を確認

したときに、少しでも飛び石事故が懸念され

る場合は、無理をせずセンターに相談しまし

ょう。 

また、安全目標については、今年度の事故

件数を昨年度の事故件数よりも１割減らすこ

とを目指しています。具体的な件数を挙げる

と傷害事故を13件以内、損害賠償責任事故を

６件以内にすることを目標としました。 

また、管理目標については以下の三つを掲

げました。 

① 作業前後の現場確認を徹底しましょう 

② 就業途上の事故防止に努めましょう 

③ 定期的に健康診断を受け、健康状態を

維持しましょう 

安全目標及び管理目標の設定に加えて、第

１回安全就業委員会では、令和５年度の安全

標語優秀作品の選考を行いました。選考結果

については、理事会での承認後、正式に報告

します。 

会員数    1, 055 人  
男  性         706 人  
女  性         349 人 
    (8月 20日現在)                               



 

（2）シルバーいちのみや 令和 5年（2023年）9月 5日 第 341号 

ウェブサイトを開設しています。「一宮市シルバー」で検索してご覧ください。 
  

 

センターで受注した草取りや草刈

り、剪定作業後の残材をパッカー車

で回収し、環境センターに持って行

き処分する仕事です。 

 興味のある方や一度お話を聞いて

みたい方は、本部までご連絡くださ

い。（電話：７１－０１０５） 

 なお、２トン車を運転するための

運転免許と作業着・安全靴が必要と

なります。 

   

第１回安全就業巡回 

     パトロールを実施 
 ８月21日㈪に県シ連の安全就業推進員１名

と事務局職員２名、センターの安全就業委員

２名で安全就業巡回パトロールを実施しま

した。 

今回のパトロールでは、草取り、剪定、清

掃、緑道整備の４ヶ所を巡回し、次の５点の

注意事項を確認しました。  

①熱中症対策として、こまめな水分補給と休

憩を心掛けましょう。 

②事故防止の為の健康チェックリストを就業 

前に記入しましょう。 

③就業先への途上事故に注意しましょう。 

④就業中のトラブルがあれば、すぐに事務所

へ連絡しましょう。 

⑤貸与した名札と安全就業ワッペンを必ず着

用しましょう。 

巡回先の会員は、適切な服装とこまめな休

憩を心掛けており、安全に配慮した就業を行

っていました。今後も引き続き安全第一の就

業を継続してください。 

パトロール終了後に、県シ連の安全就業推

進員から総評をいただきました。総評として

は、チェック時点では目立った事故の危険は

ありませんでしたが、草刈りの就業について

は、適切な飛び石ネットの設置を心がけても

らうことと、草刈り機の種類については、飛

び石がチップソータイプより発生しにくい

カルマータイプの使用を検討するようにと

の指摘がありました。 

 今年度の７月末時点では、就業中の事故が

７件と、昨年の同時期以上に多発しています。

繰り返しの啓発ですが、事故を防ぐためには、

会員一人ひとりの安全への心構えが必要です。

まだ事故を起こしていない会員も油断せず、

上記５点の注意事項に意識を傾けてください。 

 また、センターで配付している『安全就業

のためのチェックポイント』をはじめとした 

 

資料等に目を通し、安全就業のための知識を

身につけ、実践してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全就業巡回パトロールでの聞き取り 



センターでは、市民の皆様から不

要となったベビー用品を回収し、き

れいにして必要とする方に、シルバ

ー本町ふれあい広場内の一角で販

売するリサイクル事業を行ってい

ます。 

毎月第２・第３水曜日が主な活動

日です。 

 興味のある方、一度お話を聞いて

みたい方は、シルバー人材センター

本部事務局までご連絡ください。 

（電話：７１－０１０５） 

 

第６８回一宮七夕まつり開催 
 
 おりもの感謝祭一宮七夕まつりは、仙台・

平塚・一宮の、日本三大七夕まつりのひとつ

として昭和 31年に始まり、毎年７月の最終木

曜日から日曜日の４日間の開催で行われます。 

七夕まつりはここ数年、新型コロナウイル

スの影響で中止や例年とは違った形での実施

となっていましたが、４年ぶりに規模の縮小

や制限のない開催となりました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

今年は、御衣奉納大行列やワッショーいち

のみや・コスプレパレードが実施され、コロ

ナ禍以前の賑わいが戻り、開催期間中の４日

間は人波で溢れました。 

また、ダンスコンテストや盆踊りといった

恒例のイベントも行われ、会場も大いに盛り

上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設管理班七夕清掃ボランティア 
 

 七夕まつり清掃ボランティアを行うため、

７月27日㈭の午後にふれあい広場にボランテ

ィアの参加会員が集まりました。 

ボランティアでは、本町商店街の中心部か

ら四方に散らばり、多種のゴミを集めました。 

 終了後はふれあい広場の喫茶コーナーで

親睦を深め、意義ある半日となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

にぎわう 本町通り 

清掃中の様子 

本町通り商店街の飾りつけ 

 

（3）シルバーいちのみや 令和 5年（2023年）9月 5日 第 341号 

就業報告書（９月分）の提出は 10 月３日 ㈫ までにお願いします。 
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新入会員の紹介 （７月 26日～８月 23日） 

(宮西)高井俊子（貴船）関戸裕子（向山）馬渕博雄

(西成)加藤久幸・髙橋由美子（丹陽）木村雅彦（浅

井）宮川敏代（大和）中尾洋子（今伊勢）大野勝義

(萩原）笹山義彦(千秋）後藤 操・金子隆行・大島

富生（小信）池田悦子（大徳）岡田成二(開明)太田  

昌伸（木曽川）本田真司 

                    17名 
 
退会者の紹介 （７月 21日～８月 20日受付分） 

(神山)前川一務（葉栗）畑中勝弘・安喜修文(丹陽)

家永光次・佐藤正志（浅井)陣内五海・中武営子（北

方）愛敬信夫（大和）田中光輝(今伊勢)伊藤昭典・

小島 孝・稲垣道代(萩原)日比幸男・加藤 勇・加藤

トキ子（三条）三浦紀善・伊藤嘉彦（大徳）野々部

嘉之助（開明）名倉 勉（木曽川）世古一子 

                       20名 
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こ と ば 歳 時 記（長 月） 

◎雪渓（せっけい） 

 夏でも雪が解けず万年雪が残っている

谿谷。山岳家にとって雪渓の壮快極まり

ない眺めは、夏山の魅力の一つである。

白馬岳の大雪渓、剣沢の雪渓、槍沢の雪

渓を日本三大雪渓と呼ぶ。 

 

◎干瓢剥く（かんぴょうむく） 

 干瓢を作るために、夕顔の果肉を細く薄

く長くむいて行く作業。日の出前の気温

の低い早朝に作業をおこなう。全国生産

の八割を栃木県が占める。 

 
 
 


